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Abstract（英語）
このテンプレートは本文を日本語で記述するためのものです。英語で記述する場合には、JACoWのテンプレートを使用してください。原稿執筆の際は、このテンプレートに直接書き込むか、別の書式なしテキストを張り込めば簡単に仕上がります。書式を設定し直す場合は、そのテキストのみ選択するか、その段落にカーソルを置き、適切なスタイルを選んで設定します。原稿の枚数は、３〜５ページでお願いします。

日本加速器学会年会・論文投稿要領
1.
はじめに

論文は、英語か日本語で記述していただきます。英語の場合には、JACoWの書式に従ってください。JACoW形式のテンプレートは
http://accelconf.web.cern.ch/AccelConf/

からダウンロードできます。

JACoWのWord用テンプレートは拡張子がdotとなっており、テンプレートに直接書き込むのではなくお使いのWordに登録して使用するようになっていますが（詳細はJACoWのホームページを参照）、本学会の日本語用テンプレートはdocファイルであり、そのまま上書きするだけで所定の書式の文書が仕上がります。
以下の説明はすべて日本語で記述する場合のものです。日本語で記述する場合にも、JACoWの書式を日本語化したもの[1]に準じていますが、Webでの公開に伴い英語による検索・参照に対応できるよう、論文題名・著者名・所属・所在地・要旨のみは英文でお願いします。このため、JACoWとは若干書式が異なります。以下、説明文書を熟読の上、正しい書式の原稿を完成させるようお願い致します。

尚、基本的にはMS Word (WindowsまたはMac)を用いて原稿の作成をお願いします。バージョンについては、Windows95以降で、且つ、MS-Word97以降でお願いします。その他、質問等は加速器学会事務局（pasj@kasokuki.com）にお尋ねください。
2.
テンプレートを使った原稿の書き方
本テンプレートで使用されているフォントや行間などの書式は、各部分に応じてスタイルとしてそれぞれ ##) pasjXXXのように名前を付けて登録されています。論文執筆にあたっては、このテンプレートに直接書き込むか、別のテキストを挿入するのが一番簡単です。

テキストを挿入する際は、かならず書式なしのテキストを張り込むか、Wordのプルダウンメニューから「形式を選択してペースト」等を選択し、元のテキストの書式が反映されないようにしてください。

意図せず書式が変更された場合など書式を設定し直す時は、その部分のテキストを選択するか、その段落にカーソルを置き、適切なスタイルを選んで設定してください。スタイルは、メニューバーの書式や設定パレットで選ぶことが出来ます。

原稿の枚数は、３〜５ページ程度を目安としてください。
書式の詳細や書き方の注意は、第3章に記載されています。また、JACoWのwebページ[2]には、論文執筆に役に立つ情報が多く記載されていますので、是非参考にしてください。

3.
原稿の書式と書き方

3.1
用紙の設定
用紙の大きさはA4、本文は2段組（２カラム）とします。余白等の詳細は表１の通りです。
表1：用紙設定

	用紙サイズ
	A4 (210mm×297mm)

	上下余白
	上: 37 mm, 下: 19 mm

	左右余白
	左: 20 mm, 右: 20 mm

	段組設定
	2段組
幅: 82.5 mm, 段間: 5 mm


3.2
スタイルと使用フォント
フォントは、図も含めて、できるかぎりＭＳ明朝（または平成明朝）、ＭＳゴシック（または平成角ゴシック）、Times（またはTimes New Roman）、Symbolに限定してお使いください。

スタイル毎のフォントのサイズや行間については、表2にまとめられています。
表2：スタイル一覧

	スタイル
	フォント
	行間
	段落前後

	本文インデント
	MS明朝 10pt
	12pt
	0 / 0

	英文タイトル
	TIMES 14pt
	1行
	0 / 12pt

	著者
	Times 10pt
	14pt
	0 / 0

	著者上付記号
	Times 7pt 
位置4pt上
	14pt
	0 / 0

	脚注
	Times 9pt
	1行
	0 / 0

	Abstract見出し
	Times 12pt
	1行
	12pt / 0pt

	表題
	MS明朝 14pt
	1行
	12pt / 12pt

	章見出し
	MSゴシック 12pt
	1行
	9pt / 3pt

	節見出し
	MS明朝 10pt
	1行
	6pt / 3pt

	箇条書き
	MS明朝 10pt
	12pt
	0 / 0

	上付参照番号
	Times 6pt 
位置4pt上
	1行
	0 / 0

	参考文献見出し
	MSゴシック 12pt
	1行
	9pt / 3pt

	参考文献
	MS明朝 9pt
	10pt
	0 / 0

	図
	MS明朝 10pt
	1行
	0 / 0

	図タイトル一行
	MS明朝 10pt
	12pt
	6pt / 6pt

	図タイトル複数行
	MS明朝 10pt
	12pt
	6pt / 6pt

	表
	MS明朝 9pt
	11pt
	3pt / 3pt

	表タイトル一行
	MS明朝 10pt
	12pt
	6pt / 6pt

	表タイトル複数行
	MS明朝 10pt
	12pt
	6pt / 6pt

	数式
	Times 10pt
	1行
	12pt / 12pt


3.3 論文題名・著者・要旨

書式は以下の通りです。

· 英語論文題名は全て大文字で太字14pt。

· 著者名、所属機関名、所属機関所在地の順に、それぞれを改行で区切り、頭文字のみ大文字。
· 所属機関が複数の場合は、A, Bのように参照記号を振り、A, Bの記号にはスタイルの「著者上付記号」を設定して下さい。
· 代表者の電子メールアドレスを脚注に記載する場合は、例のように参照記号 *, #, † 等を付けてテキストボックスに記入。テキストボックスは編集中に移動したり消えたりするので注意。この脚注のスタイル名は、「脚注」。

· 要旨は英語で記述し、イタリックで Abstract と見出しをつけること。
· 日本語題名をAbstract の次に太字14ptで記入。

3.4
本文
本文は２段組で記述します。フォントは、10ptのMS明朝（または平成明朝）を使用してください。必要に応じて、ＭＳゴシック（または平成角ゴシック）を適宜使用してください。ただし英数字はTimes（またはTimes New Roman）を、ギリシャ文字やシンボルはSymbolを使ってください。

また、日本語と英字の間隔を自動調整しています。

3.5
章の見出し
各章の見出し、小見出しには必ず番号を付けてください。見出しのフォントはＭＳゴシック（または平成角ゴシック）12ptを、小見出しはＭＳ明朝（または平成角ゴシック）10ptをお使いください。

3.6
箇条書き

箇条書きのスタイルの設定は、まず各項目を少しでも書いてから、その部分を選択し、設定パレットで箇条書きのスタイルを指定すれば簡単に行うことが出来ます。
3.7
図表の挿入

注意点は以下の通りです。

· 図1のようにまず２行の表（枠線なし）を挿入して、その表に図とそのタイトル（キャプション）を入れることを勧める。こうすることで、図とタイトルを一体で管理できる。

· 本文中に直接図を張り込む事もできる。その場合、図を張り込む行の行間は、固定値ではなく一行とすること。
· 図を他のソフトや文書から直接張り込まずに、まずファイルとして保存する事を勧める。
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(a) PNG画像 (430×200)
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(b) JPEG画像 (430×200)

	図１：例題、はIPAC2010において論文の作成に使用されたOSの割合を示した図で、いずれも12 kBのデータサイズであるが、(a)のPNGの画質が明らかに優れる。（JACoWより掲載許可）


· 図表が横二段に渡る場合、セクション区切りを挿入して新しいセクションを作り、そのセクションの段組みを一段とする。

· 図表のタイトルが英語の場合には、Fig. 1、Table 1のように、日本語の場合には図１、表１のように番号を振ること。またタイトルの配置は、それが一行に収まる場合はセンタリング、二行以上は両端揃えに。

3.8
図作成における注意

· 図のフォーマットはビットマップが一番確実で、以下のように選ぶと、美しさとサイズのバランスが最適。

　写真：JPEG

　CAD図・グラフ等：PNG（TIFFも可）

· PNGはGIFを拡張した優れたビットマップフォーマットで、線画等を劣化無くコンパクトに圧縮できるため、強く推奨する。図１は、円グラフをPNGとJPEGに変換した例で、いずれも約12 kBのサイズであるが、JPEGでは画質が大きく低下している。

· 写真やグラフは、そのファイルサイズが大き過ぎると表示に時間が掛かり、閲覧者のストレスとなる。なるべく小さなファイルとなるようにご協力ください。特にEPSのデータは、作り方によってはとても大きくなることがあるので注意してください。

· 論文を原寸で印刷する場合、PNGやJPEGの図の分解能は、特に文字が小さくない限り最低300dpi有ればよく、この場合一段分の幅は約1000ドットに相当する。

· グラフ作成ソフトにより多数の点をプロットして描いたグラフをそのまま論文に張り付けると、論文のデータサイズが大きくなり過ぎるため、プロットするデータを間引くか、上記のようにPNG 等のビットマップに変換する等して、データサイズを小さくしてください。

· 図表はカラーでも良いが、モノクロプリンタで印刷する場合でも読者に理解できるよう、配色に注意してください。

· 尚、図の中であっても所定のフォント以外は使用しないこと。
3.9
数式の挿入

数式は、以下のようにWordのEquationEditorやMathTypeを使って作成し張り付けるか、図として挿入してください。
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(1)
注意点は以下の通りです。

· スタイル「数式」を設定すること。
· シンボルはイタリック体、数字・関数・単位はローマン体のフォントを使うこと。
· 必要があれば数式番号を(1)のように振ること。
· EquationEditor等で書いて張り付けると、式番号の数式に対する高さが最適化される。
· 一行二列の表を行に挿入し、枡に数式と式番号を張り込むと、数式と式番号の配置が楽になる。
3.10
文献・URLの参照
本文中で文献等を参照する場合は、右肩にカギ括弧に入れた通し番号を振ってください[1]。その際、スタイル「上付参照番号」を設定すれば、6ptの数字が4pt分上に配置されます。

参照する情報は、本文の最後にまとめてください（最後の節「参考文献」を参照）。 

また、記事に関連する説明等を補足するためにURLを参照する事もお勧めします。その場合も、参考文献にURLを記述してください。

4.
原稿の仕上げと投稿
4.1
チェック項目

· 代表者メールアドレスが正しく脚注にあるか。
· ページ番号やヘッダー、フッターを入れない。
· 章や図表を参照する番号は正しいか。

· 文献番号は正しいか。
· シンボルがアルファベットに化けていないか。

· 原稿のデータサイズが大き過ぎないか。

4.2
PDFへ変換

PDF変換の際は、必ず全てのフォントを含んで変換してください。こうすることで、どのPCの上でも著者の意図した通りの原稿を再現することが出来ます。PDFファイルにフォントが埋め込まれているかどうかは、Adobe Readerなどで文書のプロパティを見れば確認できます。

4.3
投稿

原稿のdocファイル及びPDFファイルを、定められた期日までに年会ホームページ中からアップロードしてください。USBメモリあるいはCD-Rなどのメディアで受付に提出して頂くこともできます。

参考文献
参考文献は、9ptのMS明朝（英文の場合はTimes）で記載してください。

既に電子出版されている文献については，URLを併記してください。その際、URLが自動的にハイパーリンクに変換されるのを防ぐためには、ツール→オートコレクト→入力オートフォーマット を選び、「・・・アドレスをハイパーリンクに変更」のチェックを外してください。

URLが長くて一行に入らない場合は[2]、改行したい位置に半角スペースを入れてください。
[1]
H.Kobayashi, et al., “リニアック技術研究会論文投稿要領”, Proceedings of the 26th Linear Accelerator Meeting in Japan, Tsukuba, Aug. 1-3, 2001

[2]
http://accelconf.web.cern.ch/AccelConf/JACoW/help/ help.htm
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